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インタビュー
　当時、消防支援隊を組織することになったきっかけは、平日の日中
に起きた火災でした。近くに居合わせた消防団ＯＢが、勤めに出てい
た消防団員が到着する前に初期消火を行い、被害を最小限に食い止
めました。その教訓から、消防団員が到着するまでの初期消防体制
作りを検討することとなり、消防支援隊が発足しました。発足当時は
地区で隊員数にばらつきがあったため苦労しました。
　消防支援隊はボランティア組織であるため、その活動は初期消火な
どの後方支援に限られますが、それでも消防団員が働いている日中に
火災が起きた際は、自分たちが初期消火に貢献できることに消防支援
隊としての強みとやりがいを感じています。
　発足から10年が経ち、今後は初心に返り、火災予防の重要性を改め
て町民の皆さんに伝えていきたいです。また、隊員数や、なり手が少
ない地区もあることから、その確保に努めていきたいです。

消
防
支
援
隊
と
は

　
「
消
防
団
」、「
女
性
消
防
隊
」

に
次
ぐ
第
３
の
消
防
組
織
で
あ
る

「
消
防
支
援
隊
」
は
、
火
災
が
起

き
た
際
、
消
防
団
員
や
消
防
署
員

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

初
期
消
火
や
避
難
誘
導
、
安
否
確

認
な
ど
を
行
う
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
す
。
今
年
で
、
発
足
か

ら
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

発
足
の
背
景

　

発
足
当
時
、
町
の
消
防
の
中
核

を
担
う
消
防
団
は
、
そ
の
団
員
の

約
８
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
そ

の
う
ち
の
約
４
割
が
町
外
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
日

の
日
中
に
火
災
が
起
き
た
場
合
、

活
躍
す
る
消
防
支
援
隊

　

火
災
時
に
、
初
期
消
火
を
担
う

消
防
支
援
隊
。
そ
の
本
領
を
発
揮

し
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
足
か
ら
間
も
な
い
５
月
の
日

中
に
起
き
た
物
置
火
災
。
発
生
直

後
か
ら
支
援
隊
が
近
隣
住
民
を
指

揮
し
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
迅
速
な
初
期
消
火
に
よ

り
、
火
は
消
防
団
員
な
ど
が
到
着

す
る
こ
ろ
に
は
ほ
ぼ
鎮
火
し
、
大

事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
消

防
支
援
隊
の
実
力
が
発
揮
さ
れ
た

瞬
間
で
し
た
。

　

現
在
も
、
消
火
活
動
の
後
方
支

援
を
行
う
、
頼
れ
る
心
強
い
存
在

と
し
て
、「
西
会
津
町
消
防
支
援

隊
」
は
町
の
安
全
を
守
り
続
け
て

い
ま
す
。

消
防
支
援
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
！　

　

現
在
、
消
防
支
援
隊
の
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
日
中
に
活
動
に
参
加
で

き
る
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
や
消
防

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。　

地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
に

は
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

西会津町消防支援隊
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　隊長  （牛尾）
町消防団の第２分団長を退職後、消防支援隊第２分隊班長（下谷２）を務め、その後第２分隊長を務める。

今年４月１日より西会津町消防支援隊隊長に就任。

が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
近
く
の

消
防
支
援
隊
員
か
町
役
場
町
民
税

務
課
ま
で
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
時
に
、
消

防
団
員
お
よ
び
女
性
消
防
隊
員
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課 

町
民
生
活
係
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（１人）

副隊長
（２人）

第１分隊
（野沢地区）

第２分隊
（尾野本地区）

第３分隊
（群岡地区）

第４分隊
（新郷地区）

第５分隊
（奥川地区）

西会津町消防支援隊  組織図
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消
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支
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発
足
か
ら
10
年

　

平
成
21
年
４
月
22
日
、
新
た
な
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
発
足
し
た

「
西
会
津
町
消
防
支
援
隊
」。
そ
の
役
割
は
、
平
日
の
日
中
に
起
き
た
火
災
に
い

ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

発
足
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今
年
、
ふ
る
さ
と
の
安
全
を
守
り
続
け
る「
西
会
津

町
消
防
支
援
隊
」
に
改
め
て
注
目
し
ま
す
。

団
員
が
そ
ろ
う
ま
で
に
30
分
程
度

時
間
が
か
か
り
、
迅
速
な
初
期
消

火
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
当
時
の
消
防
団
幹
部
と
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
発
起
人
会
が
中
心
と
な

り
、
初
期
消
防
体
制
の
仕
組
み
作

り
に
つ
い
て
、
検
討
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

何
度
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

消
防
団
を
補
完
す
る
新
た
な
消
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
発
足
が
決

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隊
員
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
日
中
を
地
域

で
過
ご
す
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
消
防
署

Ｏ
Ｂ
な
ど
、
計
２
４
２
名
も
の
町

民
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
21
年
４
月
22

日
、
念
願
だ
っ
た
、「
西
会
津
町

消
防
支
援
隊
」が
誕
生
し
ま
し
た
。　

　

当
時
、
喜
多
方
地
方
広
域
消
防

本
部
に
よ
る
と
、
自
治
体
ぐ
る
み

で
の
消
防
支
援
隊
の
発
足
は
、
東

北
初
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

償
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
活
動
用

装
備
品
と
し
て
法
被
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
消
防
用
長
靴
が
貸
与
さ
れ
ま

す
。

　

火
災
時
に
は
、
消
火
栓
か
ら
の

初
期
消
火
や
水
利
の
確
保
、
避
難

誘
導
や
現
場
付
近
の
交
通
整
理
な

ど
、
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
消
防

支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
活
動
範

囲
と
し
て
は
、
原
則
居
住
す
る
区

域
周
辺
お
よ
び
大
字
単
位
で
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
消
防
団
が
実
施
す

る
夏
季
機
械
器
具
施
設
点
検
や
秋

季
消
防
検
閲
の
模
擬
火
災
訓
練
な

ど
に
も
参
加
し
、
技
術
の
向
上
や

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は

　

消
防
支
援
隊
は
、
そ
の
身
分
と

し
て
は
消
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
た
め
、
報
酬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
が
加
入
す
る
保
険
の
補

（隊員 202人  平成 31年４月１日時点）


